
さ
さ

よ
う50周年に寄せて

子
どもたちのメッセージ

■ささよう展
　11月２日（土）～８日（金）
　＠中央図書館
　11月11日（月）～14日（木）
　＠篠山養護学校
■PTAバザー
　（ふるさと農業まつり内）
　11月23日（土・祝）
　＠大手前南駐車場

笑顔 ～はばたこう未来へ～
ささよう創立50周年

　子どもたちの明るい未来を信じて、小さな一歩を積み重ねてきた篠山養護学校（ささよう）。一人
ひとりが輝く存在であってほしい、多くの方の支えや励ましの中、たくさんの卒業生を輩出してき
ました。今回は創立50周年を迎えた「ささよう」についてお伝えします。

沿革 さ
さ
よ
う
の
歩
み

　
昭
和
49
年
、篠
山
小
学
校
の
一
角
に
併
設
創

立
さ
れ
た「
篠
山
養
護
学
校
」。支
援
を
必
要
と

す
る
４
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が

通
う
学
校
、愛
称「
さ
さ
よ
う
」と
し
て
成
長
を

続
け
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
６
年
の
20
周
年
を
迎
え
る
年
に
、今
の

校
舎
に
移
転
。
平
成
19
年
に
は
、「
特
殊
教
育
」

か
ら「
特
別
支
援
教
育
」と
称
さ
れ
、さ
さ
よ
う

は
、特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
指
導
や
支
援
の

相
談
、
研
修
の
場
を
提
供
し
、
教
職
員
の
専
門

性
の
向
上
を
図
る
な
ど
地
域
の
中
心
的
な
役

割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
の
交
流
活
動
も
以
前
か
ら
積
極

的
に
行
っ
て
お
り
、令
和
５
年
度
か
ら
は
、副
籍

(

※
１)

を
生
か
し
た
居
住
地
交
流
を
行
う
な
ど
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
の
維
持・継
続
を
図
っ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、子
ど
も
た
ち
が
相
互
理
解
を
深

め
、互
い
に
支
え
合
う
こ
と
で「
共
生
社
会
」の
実

現
を
め
ざ
し
、子
ど
も
た
ち
の
自
立
と
社
会
参
加

を
見
据
え
た
、
教
育
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

明
る
く 

い
き
い
き
と
！

　
教
師
と
し
て
10
年
、
教
頭
と
し
て
３
年
さ
さ

よ
う
に
勤
務
し
、
今
回
３
度
目
の
着
任
と
な
り

ま
す
。
久
し
ぶ
り
に
故
郷
に
帰
っ
て
き
た
よ
う

な
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
あ
た
た
か
い
空
気
に
包

ま
れ
、
や
っ
ぱ
り「
さ
さ
よ
う
」は
い
い
な
あ
と

何
度
も
感
じ
ま
す
。
今
年
度
の
教
育
目
標「
夢

と
希
望
を
抱
い
て
心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
生

き
る
子
の
育
成
～
明
る
く
い
き
い
き
と
」の
も

と
、子
ど
も
の
で
き
る
力
、分
か
る
力
を
信
じ
、

先
生
た
ち
の
豊
富
な
ア
イ
デ
ア
で
、
子
ど
も
た

ち
の
自
主
性
を
育
ん
で
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

は
さ
さ
よ
う
で
の
経
験
や
学
び
、
友
達
や
先
生

と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
成
長
や
発
達
を
続

け
て
い
ま
す
。

さ
さ
よ
う
は
、

笑
顔
の
絶
え
な

い
元
気
で
明
る

い
学
校
で
す
。

ささよう卒業生として
　ささようでは、社会人になるために時間を守
る大切さをしっかり教わりました。卒業後は、
スマイルささやまでパンの販売などをしてい
ます。社会人になって仕事をしてお給料をもら
い、自分の好きなものを買うことができてうれ
しいです。でも、仕事は楽しいだけではなく、
体力が必要です。ささようの皆さ
ん、しっかり体力をつけて、社会
に出て活躍してください。

山
や ま

内
う ち

康
こ う

晟
せ い

さん

「できる」がたくさん！いろんな挑戦ができる場所
　ささようは、現在60人で一緒に学校生活を過ごし
ています。私は恥ずかしがり屋だけど生徒会長にな
り、人前で話すことに挑戦しています。
　学校では違う学年の子と交流することができ、小
さな子どもたちと遊ぶ時間がとても楽しいです。
プールではクロールを泳げるようになりました。こ
れからできることを少しずつ増やし、いろんなこと
に挑戦したいです。

高等部３年生　生徒会長　穴
あ な

瀬
せ

心
こ こ

美
み

さん

社会参加への第一歩
　卒業後の自立と社会参加をめざし、働く力や生活力を
高めるために、高等部では企業・事業所の協力を得て、
３年間で６回の「現場・施設実習」をしています。子ども
たちは経験を重ねるごとに自信をつけ、さらにそれぞれ
目標を作り、チャレンジしています。進路フォーラムで
は、自分たちの経験を発表し、保護者の感心を高めてい
ます。社会と生徒たちのつながり深めて子
どもたちの未来をつくっています。

篠山養護学校
教育支援部 進路担当　大

お お

島
し ま

康
や す

則
の り

さん

ささようのみんなを応援しています
　ふれあいセンターでは、ささようの卒業生をはじめ、
障がいのある方が働いています。一人ひとりがそれぞれ
の役割を持ち、ときにはお互い支え合い、明るくいきい
きと仕事をしています。社会人となり、新しい環境に不
安が見えることもありますが、サポート職員も働く先輩
たちもみんなで見守り応援しています。自信を持って社
会の一歩を進んでください。

社会福祉法人  わかたけ福祉会
丹波篠山市障害者総合支援センター
施設長　原

は ら

田
だ

早
さ

苗
な え

さん

“SEKAI GA HEIWA”に

なりますように。

みんなと遊んだり

勉強したり楽しい

思い出が

いっぱいです♪

イラストやタイトルの
筆文字、キャッチフ
レーズも、みんなで考
え制作しました。
運動会では、みんなで
空撮記念写真を撮って
50周年を祝いました。

昭和49年	篠山町立篠山養護学校創立

昭和50年	中学部を開設

昭和51年	幼稚部を開設

平成５年	 �校舎新築工事着工

平成６年	 校舎竣工、移転	
	 高等部を開設	
	 創立20周年記念行事実施

平成８年	 �高等部最初の卒業生が企業	
などへ就職

平成９年	 �医療的ケアのために看護師
を配置

平成16年	創立30周年記念行事実施

平成19年	 �特別支援教育のセンター校的
役割を担うため支援部を設置

	 看護師２人を配置

平成24年	医療的ケアルーム改築

平成26年	創立40周年記念行事実施

平成28年	知肢併置学校に

平成31年	早期発達支援室を設置

令和６年	創立50周年記念事業実施

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

心
の
学
び
場

　
「
特
別
」で
は
な
く「
個
性
」。
子

ど
も
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を

受
け
入
れ
、
協
力
し
な
が
ら
楽
し

く
学
校
生
活
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
も
地
域
社
会
の
一
人

と
し
て
、
思
い
や
り
を
も
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
の
個
性
を
尊
重
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
さ
さ
よ
う
は
50
年
の
時
を
経

て
、
多
く
の
人
の
思
い
や
り
と
頑

張
り
で
自
立
支
援
の
輪
も
大
き
く

広
が
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が

夢
や
希
望
を
持
っ
て
歩
ん
で
い
け

る
よ
う
、誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
、

生
き
て
い
く
た
め
の
心
の
学
び
場

が「
さ
さ
よ
う
」で
す
。

ぜひ
 お越しください！

篠山養護学校  校長篠山養護学校  校長
依依

よよ

田田
だだ

善善
よ しよ し

裕裕
ひ ろひ ろ

さんさん

SASA YOU

リポーター

畑
は た

弘
ひ ろ

恵
え

さん

みんなの力が

集まれば笑顔も100倍！

在
校
生
の
皆
さ
ん
へ

※１特別支援学校と、居住する地域の小・中学校に副次的な籍をもつこと。
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